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産業デジタル推進室

しまねＩＴ産業振興事業
しまねＤＸ推進事業



事業目的
しまねIT産業振興事業

県内IT産業の人材育成・確保

技術力・商品力向上を支援

県内IT産業の収益性の高い業態へ
の転換を促進

若年層の雇用を創出する産業として
持続的な発展を目指す
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しまねIT産業振興事業

R８年度事業 ※＜内は実施団体＞

■IT技術者向け研修＜島根県情報産業協会＞
IT技術者を対象とした実践的な講座を開催（6,500千円）

予算：272,813千円

＜人材育成・確保支援＞

■Ruby合宿＜島根県＞
大学生や高校生を対象としたチーム開発と企業との交流を実施（7,000千円）

■小学生Ruby教室＜島根県＞
小学生を対象としたプログラミング体験会を開催（3,300千円）

■ゼミ支援型交流事業＜島根県＞
県外の大学と企業との交流機会を創出（2,500千円）

■県内教育機関連携事業＜島根県＞
県内の高校や専門高校（情報学科系）、高専、島根大
学の学生向けに、県内IT企業と連携した授業を実施
（48,289千円）

■IT Boot Camp＠島根＜島根県＞
文系学生を対象にプログラム等を学ぶ機会を提供（12,000千円）

■普通科高校向け出前講座＜島根県＞
普通科高校で県内IT企業と連携した授業を実施（1,500千円）

■IT WORKS＠島根＜島根県＞
県外在住のエンジニア向けに求人情報から
移住サポートまでサービスを提供（32,550千円）
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＜技術力・商品力の強化＞
■ITOCによる支援＜ITOC＞（96,835千円）

ITを活用し新事業創出等に取り組むモデル企業を育成
技術検証、市場調査、プロトタイプ製作、サービス展開までステージに応じて支援

■Ruby biz グランプリ開催支援＜Ruby biz グランプリ実行委員会＞、RubyWorld Conference開催支援 ＜RubyWorld Conference開催実行委員会＞
Rubyを活用して新ビジネス等を生み出した企業を表彰するイベントの開催支援（20,000千円）
Rubyに関する国際イベントの開催支援（8,000千円）

■IT人材育成環境整備事業＜島根県＞
高度IT人材を育成する教育機関の環境を整備（10,000千円）

しまねIT産業振興事業では、県内IT産業が若年層の雇用を創造する産業として持続的に
発展することを目指し、人材育成・確保や企業の技術力向上を支援しています。
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事業目的
しまねDX推進事業

デジタル技術の活用や導入の必要
性について理解を促す

アイデア創出やビジネスプランの育
成・実証などを支援

県内企業のデジタル化・ＤＸ推進に向
けた動きを加速
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■IPAとの連携協定に基づくデジタル化・ＤＸ推進
・企業訪問による推進企業の掘り起こしや人材育成等を関係機関と連携しながら促進 6

●紙の書類等をデジタル化
●手書きの顧客リストをExcel管理
●POSシステム導入 等

ステージ１「デジタイゼーション」
・アナログ・物理データのデジタル化

ステージ２「デジタライゼーション」
・業務の効率化による生産性の向上
・既存製品・サービスの高付加価値化

ステージ３「ＤＸ」
・組織横断/全体の業務
・製造プロセスのデジタル化

ステージ0「デジタル未導入」

●設備のIoT化、製造ラインの管理
●チャットなどで24時間対応
●現場でのドローン等の活用 等

●スマートファクトリーの導入
●ノウハウをVR/ARで継承
● AIによる最適配送ルートの自動提案 等

DXの取組（省力化・生産性向上の取組）

しまねDX推進事業では、デジタル技術の活用による省力化・生産性向上や新サービス創出など、デジタイゼーションからデジタルトランスフォーメーション(DX)に至るまでの取組を幅広く支援しています。

予算：161,543千円

ステージ３「ＤＸ」
・新サービスの創出・顧客起点の価値創出によるビジネスモデルの改革

DXの取組（新サービス創出・ビジネス変革に向けた取組）

しまねDX推進事業（ステージに応じた企業支援を関係機関と連携して実施）

R８年度事業 ※＜内は実施団体＞
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■県内事業者向けのセミナー・しまねデジタルBASEの運営＜島根県、ITOC※＞（18,385千円）
・デジタル技術の活用・導入に関する意識啓発、新サービス・ビジネス変革に向けたアイディア創出を目的としたセミナー・ワークショップや実証イベントの開催
・県内企業においてデジタルを利活用できるデジタルリーダーシップ人材を育成
・企業の身近な相談先である商工団体の経営指導員等を対象にデジタル化などの相談対応に必要な知識等を学ぶ研修などを実施し、地域に根差した支援者の育成を図る

■専門家による伴走支援＜島根県中小企業団体中央会＞（2,000千円）
・県内企業が自社の課題解決のためデジタル導入する際の専門家を派遣

■専門家による伴走支援＜ ITイノベーションセンター（ITOC）＞（10,650千円）
・県内企業の生産性向や売上向上のためのデジタル導入に向けた専門家を派遣
・ITに関する困りごとや、デジタル化に向けた相談会を実施

■しまね地域DX拠点による伴走支援＜ITOC＞（26,500千円）
・県内の産学官金を構成員として設置したコンソーシアムを運営し、DX計画策定のモデル事例等の創出に向けた伴走支援を実施
・県東部に加え県西部にＤＸコーディネータを新たに配置し、相談支援やデジタル化による業務効率化のニーズ等に幅広く対応する体制を整備

■デジタル導入加速化補助金＜島根県中小企業団体中央会＞（59,500千円）
・業務効率化やセキュリティ対策のためにデジタル導入する際の取組を支援
・補助率ハード1/3 ソフト1/2 上限150万円

■デジタル導入モデル支援助成金＜ITOC＞（34,800千円）
・生産性の向上や新ビジネスの創出を図る取組を支援
・補助率ハード1/3 ソフト1/2 上限400万円
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●紙の書類等をデジタル化
●手書きの顧客リストをExcel管理
●POSシステム導入 等

ステージ１「デジタイゼーション」
・アナログ・物理データのデジタル化

ステージ２「デジタライゼーション」
・業務の効率化による生産性の向上
・既存製品・サービスの高付加価値化

ステージ３「ＤＸ」
・組織横断/全体の業務
・製造プロセスのデジタル化

ステージ0「デジタル未導入」

●設備のIoT化、製造ラインの管理
●チャットなどで24時間対応
●現場でのドローン等の活用 等

●スマートファクトリーの導入
●ノウハウをVR/ARで継承
● AIによる最適配送ルートの自動提案 等

DXの取組（省力化・生産性向上の取組）

しまねDX推進事業では、デジタル技術の活用による省力化・生産性向上や新サービス創出など、デジタイゼーションからデジタルトランスフォーメーション(DX)に至るまでの取組を幅広く支援しています。

予算：161,543千円

ステージ３「ＤＸ」
・新サービスの創出・顧客起点の価値創出によるビジネスモデルの改革

DXの取組（新サービス創出・ビジネス変革に向けた取組）

しまねDX推進事業（ステージに応じた企業支援を関係機関と連携して実施）



支援内容
しまねDX推進事業補助事業

実際に導入するための経費の補助

相談・伴走支援

デジタル化・ＤＸに向けての相談・伴走支援

セミナーなどの開催

デジタル化・ＤＸの必要性へ理解を深める

企業支援の内容
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ステージ１「デジタイゼーション」
・アナログ・物理データのデジタル化

ステージ２「デジタライゼーション」
・業務の効率化による生産性の向上
・既存製品・サービスの高付加価値化

ステージ３「ＤＸ」
・組織横断/全体の業務
・製造プロセスのデジタル化

ステージ0「デジタル未導入」

DXの取組（省力化・生産性向上の取組）

ステージ３「ＤＸ」
・新サービスの創出・顧客起点の価値創出によるビジネスモデルの改革

DXの取組（新サービス創出・ビジネス変革に向けた取組）

R８年度事業 ※＜内は実施団体＞
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■県内事業者向けのセミナー・しまねデジタルBASEの運営＜島根県、ITイノベーションセンター（ITOC） ＞（18,385千円）
・デジタル技術の活用・導入に関する意識啓発、新サービス・ビジネス変革に向けたアイディア創出を目的としたセミナー・ワークショップや実証イベントの開催
・県内企業においてデジタルを利活用できるデジタルリーダーシップ人材を育成
・企業の身近な相談先である商工団体の経営指導員等を対象にデジタル化などの相談対応に必要な知識等を学ぶ研修などを実施し、地域に根差した支援者の育成を図る

9

予算：161,543千円しまねDX推進事業（ステージに応じた企業支援を関係機関と連携して実施）

生産性向上・新ビジネス創出支援（主にセミナーやワークショップ）
・デジタル技術を活用した生産性向上や新ビジネス創出、社内におけるＤＸ人材の育成を目的としたセミナーや
ワークショップを開催

・企業の身近な相談先である商工団体の経営指導員等を対象としたワークショップの開催

セミナー



ステージ１「デジタイゼーション」
・アナログ・物理データのデジタル化

ステージ２「デジタライゼーション」
・業務の効率化による生産性の向上
・既存製品・サービスの高付加価値化

ステージ３「ＤＸ」
・組織横断/全体の業務
・製造プロセスのデジタル化

ステージ0「デジタル未導入」

DXの取組（省力化・生産性向上の取組）

ステージ３「ＤＸ」
・新サービスの創出・顧客起点の価値創出によるビジネスモデルの改革

DXの取組（新サービス創出・ビジネス変革に向けた取組）

R８年度事業 ※＜内は実施団体＞
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■専門家による伴走支援＜島根県中小企業団体中央会＞（2,000千円）
・県内企業が自社の課題解決のためデジタル導入する際の専門家を派遣

■専門家による伴走支援＜ ITOC＞（10,650千円）
・県内企業の生産性向や売上向上のためのデジタル導入に向けた専門家を派遣
・ITに関する困りごとや、デジタル化に向けた相談会を実施

■しまね地域DX拠点による伴走支援＜ITOC＞（26,500千円）
・県内の産学官金を構成員として設置したコンソーシアムを運営し、DX計画策定のモデル事例等の創出に向けた伴走支援を実施
・県東部に加え県西部にＤＸコーディネータを新たに配置し、相談支援やデジタル化による業務効率化のニーズ等に幅広く対応する体制を整備
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予算：161,543千円しまねDX推進事業（ステージに応じた企業支援を関係機関と連携して実施）

デジタル導入の専門家による相談会・伴走支援相談
伴走支援

ITの専門家によるIT経営等に関する相談会の開催やデジタル化・ＤＸに向けた伴走支援を実施
県内の産学金官を構成員としたコンソーシアムによる伴走支援を実施
県東部に加え、県西部にＤＸコーディネーターを配置し、デジタル化・ＤＸの支援体制を整備



ステージ１「デジタイゼーション」
・アナログ・物理データのデジタル化

ステージ２「デジタライゼーション」
・業務の効率化による生産性の向上
・既存製品・サービスの高付加価値化

ステージ３「ＤＸ」
・組織横断/全体の業務
・製造プロセスのデジタル化

ステージ0「デジタル未導入」

DXの取組（省力化・生産性向上の取組）

ステージ３「ＤＸ」
・新サービスの創出・顧客起点の価値創出によるビジネスモデルの改革

DXの取組（新サービス創出・ビジネス変革に向けた取組）

R８年度事業 ※＜内は実施団体＞
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■デジタル導入加速化補助金＜島根県中小企業団体中央会＞（59,500千円）
・業務効率化やセキュリティ対策のためにデジタル導入する際の取組を支援
・補助率ハード1/3 ソフト1/2 上限150万円

■デジタル導入モデル支援助成金＜ITOC＞（34,800千円）
・生産性の向上や新ビジネスの創出を図る取組を支援
・補助率ハード1/3 ソフト1/2 上限400万円 11

予算：161,543千円しまねDX推進事業（ステージに応じた企業支援を関係機関と連携して実施）
ステージ１，２・・デジタル導入加速化補助金

補助金

ステージ２，３・・デジタル導入モデル支援助成金
デジタル技術を活用した生産性の向上や新ビジネスの創出を図る取組を支援

自社の業務分析や課題整理を踏まえた、デジタルツールの導入またはサイバーセキュリティ対策の実施を支援
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